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Kamigamo Shake-machi in Kyoto has a historic water system consisted of canal network and old ponds in 
residential sites of Shinto priests. This study aims to clarify its transition since the Meiji era. The location of 
canals and ponds were investigated chronologically through the reference of old maps and a series of 
interviews with inhabitants in Shake-machi today. The major results are the followings: a) Water supplied by 
water system in Kamigamo Shake-machi has been used for domestic use and irrigation use. b) There were a 
total of 50 ponds supplied from water system. c) Today the water is supplied to only about half of 50 ponds. d) 
Seven ponds were constructed after the Meiji era. e) The number of surviving ponds varies from area to area. 
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町の水システムの位置づけを示す．3 章では，水システムの主
な構成要素である水路と池についての調査内容とその結果を示
































































































































































③ 『3000 分の 1 都市計画地図』（1922（大正 11）年～1954
（昭和29）年） 





























































① 壬申地券字引絵図（敷地割と細い水路が描かれる） ② 官有地籍図 上賀茂乙（①と同様の細い水路が描かれる） 












































































































































































































































































○ ○ ○ ×
屋敷は江戸末期のもの（『加茂川』13号）、庭が江戸末期（『京都・民家の庭』） s63年に11戸に分譲された際に池が消失（住宅地図，梅辻氏）

















































































































































































































































































































6,7 はマンション建設に伴い池が消失し，池 I-8 も枯れ池の状
M-10の池はその位置や形が不明なため，敷地の場所のみを示した 
図－４ 大正11年～末年の社家町の水システムの様子（筆者作成）
点線は暗渠、もしくは蓋のされている水路を示す 
図－５ 現在の社家町の水システムの様子（筆者作成） 
態である．これらの系統の水路は，現在失われているかもしく
は水がほとんど流れていない状態であり，その水を引き込む池
も見られない． 
ｇ）明神川北山本町（池Y-3～5） 
社家町の水路網のほとんどは明神川以南に広がっているため，
藤ノ木通以北には沢田川（旧晴池）の系統にあたる水路もしく
は大田の沢の下流にあたる水路しかない．従って，藤ノ木通以
北の社家宅には基本的に水路の水を引き込んだ池が設けられて
いないが，池 Y-3～5 は沢田川系の水路から引水した池である．
池Y-3は池Y-5の排水を引き込んでつくられていたため，池Y-
5 への通水がなくなると池の維持が難しくなり，消失に至った． 
 
５．おわりに 
本研究で解明された社家町の池と水路によって構成された水
システムの変遷史はまだ一部に過ぎず，不明な点も多く残され
たが，得られた成果のうち重要な点を以下にまとめる． 
・ 社家町の水システムは，広域的な灌漑システムの中で決
定された明神川と菖蒲園川の特性を活かし，集落内で生
活に利用した水を下流の農地で再利用できるような仕組
みとなっていたことを確認した 
・ 社家町内にこれまでに存在した池を，56箇所確認した．
このうち水路の水を過去に引き込んでいたことが明らか
な池は50箇所であり，その約半数が現在取水を停止，も
しくは既に消失していた 
・ 社家町で水路の水を引き込んでいた池のうち，明治以降
に新設されたことが明らかな池が7箇所発見され，水利権
が発生した近代以降においても，社家町内の水利権を持
たない住人が池を新設し水システムから引水を始めるこ
とが可能であったことが確認できた 
・ 池の変遷にはエリアごとに異なる傾向が見られた．伝建
地区外では開発により池が消失するケースが多かった．
また明神川や中大路町内の水路，南大路辻子沿いの水路
のように流量が豊富な系統では，現在も水システムから
取水を継続している池が多くみられた．反対に流量が少
ない系統から取水している池，もしくは他の池から直接
水を引き込んでいる池では，取水や排水に問題が生じ取
水を停止した箇所が多くみられた．以上のように，開発
の有無だけでなく，水システムの特徴も池の残存状況に
影響を与えていることが確認された． 
また，ヒアリング調査からは，池の持ち主が必ずしも水の引
き込みや池の維持に対して積極的でない面もうかがえた．その
背景には，昭和30年代以降の水システムの水質の悪化14)のほか
に，社家様式の邸宅における従来の池の利用目的が現代的な生
活のニーズに合致しないことが理由としてあるようである．伝
統的な社家様式の邸宅における池の位置づけについては，今後
の研究課題としたい． 
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